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各学年のクラスの子全員が、その月に誕生日がある子のよいところを見つけて
カードに書き、それをはった画用紙をプレゼントするという「全校ほめほめプレゼント」の取組を今
年から始めました。

一人一人のよいところが書かれた画用紙は、１ヶ月間渡り廊下に掲示されます。そこを通りがかっ
た子たちは、どんなことが書か
れているか楽しそうに見ていま
す。

中には、「早くもらいたい」
という子もいて、とても好評で
す。

友だちのよいところを多く見
つけお互いにそれを伝え合うこ
とで、赤穂西小学校の子全体が
さらに仲良くなることを願って
います。 掲示されたほめほめカード カードを見入る子どもたち

６年生の社会科の学習で、赤穂市教育委員会文化財係の山中良平学芸員に来ていただき、赤穂市内
から出土した、約２０００年前に作られた本物の土器などを使って指導していただきました。

山中学芸員から、縄文土器と弥生土器の違いをはじめとして、その作り方や生活の様子を説明をし
ていただきました。また、弥生時代の稲刈りに使っていた石包丁の実物も見せていただきました。そ
して、赤穂は近畿地方と瀬戸内地方それぞれで使われていたものが出土するめずらしい地域であるこ

とも教えていただきました。その
ほかにも、弥生時代の人が着てい
た服を着せてもらったり、約２０
００年前にその土器を作った人の
指のあとが残って
いるのを見ること
ができるなど、教
科書だけでは学べ
ない多くのことを
学ぶことができま

本物の土器の説明を聞きました 実際に土器をさわりました した。

初めて土器をさわって大興奮！！ 土器の感触を確かめることができました 弥生時代の服（貫頭衣）も着たよ！


